
注意：本作のプレイには、LINEアカウントが最低ひとつ必要です。
また、指示があるまで、内容物の中をみてはいけません。

この説明書、および進行役となる「語り手」の指示に従って、ゲームをプレイしてください。
明記されていないことであれば、なにをしてもかまいません。
もっとも重要なルールは「プレイヤー全員が本作を楽しめるプレイを心掛けること」です。

【ストーリー】

　1902年、４月。クイーン・アン街で開業医となってい
たワトスンは、ベーカー街を訪ねてホームズに会った。
　このときホームズは、昨年アメリカで発売されたとい
う最新式のタイプライターを用いた実験に夢中だっ
た。そのタイプライターは電動式で、給電のための
ケーブルが天井の電球用ソケットまで伸びていた。
　やがてホームズは、実験のかたわら奇妙な新聞広
告の話を始めた。
　タイムズ紙に掲載されたその広告の内容は「暗号の
文面」であり、出稿者の名前は有名な医学博士、カイ
ル・ロビンソン氏となっていた。
　この日以降、ロビンソン博士の新聞広告は毎日「暗
号」を変え掲載され続けた。
　ワトスンは医師として働く傍ら、新聞に掲載される暗
号を読解しようとしたが、どうしてもできなかった。

　そして７日後の朝――「暗号の新聞広告」が８枚溜
まったとき、ワトスンは同じ新聞の伝言欄に驚くべき記
載を発見する。
　本日はロビンソン博士の死からちょうど１０日目であ
り、その記念式（故人を追悼する儀式）が行われるとい
うのだ。つまり件の新聞広告は、死者が出稿したもの
だった。
　好奇心を掻き立てられたワトスンは再びベーカー
街に向かったが、そこにホームズはいなかった。
　代わりにテーブルの上には、ホームズの自筆のメモ
が残されていた。
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【ゲームの準備】

下記のものがすべて揃っていることを確認し、テーブ
ルに並べてください。
「オープニングブック」以外の内容物はどれも、ゲー
ム中で「獲得してください」と指示があるまで表側を
確認してはいけません。
また、「相関表ボード」は裏面に「秘密ボード」が
取り付けられています。この「秘密ボード」はゲーム
内で指示があるまで、決して取り外してはいけません。

○オープニングブック
この説明書に書かれている「ストーリー」の小説版
です。
ゲーム開始前にお読みいただけると本作への没入感
が増しますが、ゲーム内容には影響しませんので、
未読のまま進めていただいても問題ありません。

○相関表ボードと秘密ボード
２枚のボードがシールでまと
められているものです。
「秘密ボード」の面を上向き
にして、テーブルにおいてくだ
さい。

○写真　６枚
６枚の写真です。
右記画像の方が
裏面になります。
裏向きのままテー
ブルにおいてくだ
さい。

○ボード　２種
それぞれ「ピース＆時計ボード」「ガラステーブルボー
ド」という名称の、２枚のボードです。名称の後ろ
に「／裏」と書かれているのが裏面になります。
裏向きのままテーブルにおいてください。

○シート　３枚
それぞれ「ホームズの手紙」「ステンドグラス」「ワー
ドクロスパズル」という名称の、３枚のシートです。
「ホームズの手紙」は、もう一方の面にロンドンの地
図が描かれています。手紙側の面が裏面です。
他の２枚は、名称の後ろに「／裏」と書かれている
面が裏面です。
次の画像の面を上にしてテーブルに並べてください。

○カード　36 枚（＋裏表カード２枚）
下記「謎カード」と「手掛かりカード」がまとめて
束になっています。裏向きの状態で扱ってください。
束の上下に１枚ずつ入っている、「こちらはカードの表
側です」「こちらがカードの裏側です」と書かれてい
るカードはゲーム中では使用しませんので、取り除い
てください。

〈謎カード　10 枚〉
解くべき謎が書かれたカードです。
裏向きのまま山にしてテーブルにおいてください。

〈手がかりカード　26 枚〉
謎解きの手がかりが書かれたカードです。
裏向きのまま山にしてテーブルにおいてください。

○エンディングブック
本作の真相が書かれています。
本作クリア時まで、決して中をみないようご注意くだ
さい。

○他に必要なもの
 〈LINEアプリをインストールした端末〉
最低１台、LINEアプリをインストールした端末（スマー
トフォン、タブレット等）が必要です。
また、より多くのプレイヤーが LINE を使用している
と、プレイが一層快適になります。出来る限りすべ
てのプレイヤーが LINEを使うことを推奨いたします。

〈メモと筆記用具〉
本作を快適にプレイするために、メモと筆記用具を
ご用意ください。

〈定規〉
必須ではありませんが、もし本作の帯（箱に巻き付
いている細長い紙）を失くしていたなら、ご用意くだ
さい。

○LINEの準備
　複数人のプレイヤーが LINE を使用する場合、全
員がひとつの【トークルーム】に入っている必要があ
ります。そのため、参加するプレイヤーが事前に
LINE で【友だち】になっているとゲームの開始がス
ムーズです。
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【あなたの立場】

あなたはこのゲームのプレイヤーであり、他の何者でもあ
りません。つまりあなたは作中の人物を直接操作するの
ではなく、LINE を用いてワトスンに助言を与えたり、謎
の答えを教えたりすることでゲームを進行させていきます。
困難な事件を目の前にしながらもホームズが消えてしまっ
たワトスンは、あなたの言葉には概ね素直に耳を傾ける
でしょう。
そう。あなたはあなたのまま、ワトスンが信頼する【友だち】
になるのです。

【ゲームの進め方】

本作のゲームの進行は、LINE bot（語り手）が担当
いたします。
ゲームの進行の詳細に関しましては、このあと【友だち】
になっていただくLINE bot で語り手がご説明いたします
ので、そちらをご覧ください。

【解答の入力】

ゲームを開始すると、様々な謎があなたの前に現れます。
その謎の解答をLINE に入力することで、物語が進行し
ていきます。
ただし本作の謎の解答はすべて英単語になっています。
アルファベットで解答することを忘れないでください。

【相談とヒント】

謎解きに行き詰った場合、LINE に「相談」と入力して
みてください。そのときに解いている謎に対して、ワトス
ンが自身の考えを説明しますので、多少は謎解きの手助
けになるでしょう。
また、LINE に「ヒント」と入力することで、より直接的
なヒントを閲覧できます。ヒントはいくつかの段階にわか
れて表示され、その問題のすべてのヒントを読んだあとに
は、解答を閲覧することが可能になります。
「相談」はプレイ評価には影響しません。ただし、「ヒント」
を閲覧すると、あなたのプレイ評価が下がる可能性があ
ります。また、「解答」を閲覧すると、確実にプレイ評
価が減少します。

○他に必要なもの
 〈LINEアプリをインストールした端末〉
最低１台、LINEアプリをインストールした端末（スマー
トフォン、タブレット等）が必要です。
また、より多くのプレイヤーが LINE を使用している
と、プレイが一層快適になります。出来る限りすべ
てのプレイヤーが LINEを使うことを推奨いたします。

〈メモと筆記用具〉
本作を快適にプレイするために、メモと筆記用具を
ご用意ください。

〈定規〉
必須ではありませんが、もし本作の帯（箱に巻き付
いている細長い紙）を失くしていたなら、ご用意くだ
さい。

LINEでは物語のテキストに加え、謎カードや手が
かりカードの内容などの情報も公開されます。多く
のプレイヤーが LINEを使用していれば、「手がか
りカードを他のプレイヤーがみているため、順番待
ちしなければならない」ということは発生せず、よ
り謎解きに没頭できるでしょう。

○LINEの準備
　複数人のプレイヤーが LINE を使用する場合、全
員がひとつの【トークルーム】に入っている必要があ
ります。そのため、参加するプレイヤーが事前に
LINE で【友だち】になっているとゲームの開始がス
ムーズです。



【お願い】【プレイ評価】

【ゲームの開始】

監修　　安田均
ディレクション＆ストーリー　河野裕
謎制作協力　パズ .rar、常春
ディベロップメント　グループＳＮＥ、ラ・シタデール
イラスト　青依青
デザイン　林紫
Special Thanks!　清木昌

発売元
株式会社グループＳＮＥ

制作元
株式会社グループＳＮＥ
合同会社ラ・シタデール

本作に関しまして、下記の２点を守っていただけるよ
うお願い申し上げます。

１、ｗｅｂでのネタバレについて
本作では一度きりしか体験できない、「謎解きの驚き
と快感」をメインに扱っております。ですから「相関
表ボード、６枚の写真の表裏両面」と、「他のボード、
シート、カード類の表面」のｗｅｂでの公開は控えて
いただけましたら幸いです。

２、本作の貸し出しについて
本作は個人による購入を前提に制作しています。本
作の内容をサービスとして提供したいボードゲームカ
フェさん、プレイスペースさん等は、１プレイごとに
１パッケージのご購入ならびにご開封を謹んでお願い
申し上げます。

ヒントの中には「●付きのヒント」が存在します。
どのヒントが「●付き」なのかは閲覧するまでわかり
ません。
もし「●付きのヒント」を閲覧してしまったなら、こ
のページの最下部にある「評価シート」の〇を、左
から順に１つずつ黒く塗りつぶしてください。
また、解答をみた場合、〇を必ず１つ黒く塗りつぶさ
なければなりません。
〇を塗りつぶした数が少ないほど、あなたは優秀な
プレイヤーです。
ぜひ最高評価の「AAA」を目指してみてください。もっ
とも確実に「AAA」を取る方法はもちろん、一度も
ヒントを使わないことです。

さて、この説明書をすべて読んでいただけましたか？
ゲームの開始まで、もう一歩です。
LINE アカウントを持っているプレイヤー「ひとりだけ」
が、下記のＱＲコードを LINE アプリで読み取って
「ホームズの追悼 bot」と【友だち】になってください。
LINEの操作に慣れたプレイヤーを推奨いたします。

もしインターネット上のシステムに障害などが発生した場
合、サポートページでアナウンスいたします。

サポートページ
https://escalogue.3dnovel.jp/holmes/support/

※製品内の説明書では、この位置にＱＲコードが
　描かれています。
　本書（Web 版の説明書）には、ＱＲコードは
　掲載しておりません。


